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令和６年度 学校経営方針 

 

 

 

江戸川区立小松川第二中学校長 星谷 雅俊

目指す生徒像（学校の教育目標） 

東京都及び江戸川区教育委員会の教育目標並びに地域社会や生徒の実態を踏まえ、

人権尊重の精神を基盤とし、我が国と郷土への豊かな愛情をもち、伝統と文化を尊重

し、公共の精神を尊重できる、心身共に健康で人間性豊かな生徒の育成を目指して、

次の目標を掲げその具現に努める。 

   ①「思いやりのある、心豊かな生徒」 ②「進んで学び、考えて行動する生徒」 

   ③「規律を守り、責任を果たす生徒」 ④「心身を鍛え、たくましい生徒」 

    その中でも、今年度は「思いやりのある、心豊かな生徒」を重点に置く。 

 

目指す学校像 

 ○生徒、保護者、地域、学校職員、卒業生が誇りに思う学校。 

 ○暴力、いじめ、体罰がなく、人権が守られ、生徒が安心して通える学校。 

 ○生徒一人一人を大切にし、個性や得意な面を伸ばす学校。 

○苦手なことにも挑戦でき、その気持ちを讃える風土をもつ学校。 

 

目指す教師像 

 ○教育に対する熱意と使命感をもつ教師。 

 ○豊かな人間性と思いやりのある教師。 

○生徒を自立させるために尽力し、生徒の成長する姿に喜びを感じる教師。 

 ○服務の厳正に努め、組織の一員として職務を遂行する教師。 
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（２）「目指す生徒像」を実現するために 

①「思いやりのある、心豊かな生徒」について 

考え議論する「特別の教科道徳」の時間を基盤として豊かな心や人権尊重の精神を養い、Ｓ

ＯＧＩなど多様性を理解する心や、いじめをなくし他者を思い共生する心を育て、自他共に認

め合う集団を育成する。 

学校関係者評価に鑑み、ボランティア、職場体験など地域の協力を最大限に活用し、家庭・

地域との連携を充実させる。さらに学校・地域全体で個性を認め合うことへの理解を深め、差

別や偏見をなくし多様な人権の尊重ができる生徒を育む。 

②「進んで学び、考えて行動する生徒」について 

心豊かな人間形成の充実を目指し、学校全体で朝読書等を実施し読書科の活動に取り組む。

生徒の読書への意欲向上や、読解力や想像力などの能力を伸長させるとともに、教科横断的な

学習に取り組むことで、問題解決に必要な思考力、判断力、表現力等の能力の向上を図る。 

学力調査・定期考査の結果を分析するとともに、校内研修等を通して具体的な「誰一人取り

残さない学力向上アクションプラン」を策定する。また、ＡＬＴの効果的な活用、一人１台端

末とそれに伴うＩＣＴ支援員を活用した授業展開、放課後補習教室の充実により確かな学力の

向上及び定着を目指す。やむを得ず登校できない生徒、登校後に教室に入れない生徒へのオン

ライン授業を定着させる。 

③「規律を守り、責任を果たす生徒」について 

生徒を交えた検討委員会で練り上げて策定した「生徒心得」と「あ・じ・み・こ・し」の合

言葉に照らして、生徒一人一人が行動を律して、すべき行動を考え、物事の善悪の判断がしっ

かりとできる精神を育む。 

学校内外の諸行事において、生徒が主体となり企画・運営を行うことを通して、きまりを守

り粘り強く責任を果たす心、より良い人間関係づくり、ボランティアマインドを育む。 

④「心身を鍛え、たくましい生徒」について 

次世代につなげる部活動の推進、体育の授業での多種多様な補助運動により、計画的な体力

の向上を図る。夢の追求や運動への意欲を高める生活指導を充実させ、生徒の基本的生活習慣

を育む。 

保健指導を充実させ、互いに安心して生活ができて、行動が取れる生徒を育成する。自然災

害への知識を学び、地域や関係諸機関と連携した安全指導及び避難訓練を行い、防災教育を充

実させる。 
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（２）「目指す学校像」を実現するために 

 ①「生徒、保護者、地域、学校職員、卒業生が誇りに思う学校」について 

 学校に関係のある人たちが互いに信頼で結ばれ、お互いが尊重し合い、よりよい学校づくり

を共に推進していく。 

元気にあいさつできる生徒、地域や社会に貢献できる生徒を育成する。 

 ②「暴力、いじめ、体罰がなく、人権が守られ生徒が安心して通える学校」について 

生徒が安心して登校し、満足して下校できる学校づくりに力を注ぐ。 

江戸川区子どもの権利条例を理解し、遵守する。 

人権教育の徹底を図り、いじめ・不登校・問題行動等の未然防止、早期発見解決に努める。 

登校できない生徒も安心して学習活動に参加できる環境を整える。 

 ③「生徒一人一人を大切にし、個性や得意な面を伸ばす学校」について 

 生徒一人一人をあるがままの人間として尊重（リスペクト）する。 

生徒の得意な面に着目し、それを伸長する方法を生徒と共に考える。 

④「苦手なことにも挑戦でき、その気持ちを讃える風土をもつ学校」について 

 スモールステップの課題を提供し、不得手なことにも挑戦させる。 

 失敗を恐れず、また失敗しても挑戦したことを讃え次に活かす風土を醸成する。 

 

（３）「目指す教師像」を実現するために 

 ①「教育に対する熱意と使命感をもつ教師」について 

 生徒に対する深い愛情と教育者としての責任感と誇りをもち、高い倫理観と多様性に配慮し

た人権意識を高める。 

 ②「豊かな人間性と思いやりのある教師」について 

 温かい心と柔軟な発想や思考、創造性をもち、幅広いコミュニケーション能力を発揮しなが

ら、可能な限り生徒と共に活動し、人としての行動の模範を示す。 

 ③「生徒を自立させるために尽力し、生徒の成長する姿に喜びを感じる教師」について 

 教科等に関する高い専門性と指導力を発揮して、生徒一人一人の良さや可能性を見抜く力を

高め、生徒の成長を教師自身の使命とする。 

 ④「服務の厳正に努め、組織の一員として職務を遂行する教師」について 

 年３回の服務事故防止研修を実施し、服務事故ゼロを実現する。 

 経営参画への意欲と協働の意識、高い志とチャレンジ精神をもち、互いに高め合いながらさ

まざまな課題に学校全体で取り組む。 


